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事業所名 児童発達支援・放課後ディサービス　からあ 支援プログラム（参考様式） 作成日 2026 年 3 月 1 日

法人（事業所）理念 すべての個性を尊重し、みんなが生き生きとできる支援を追求する。

支援方針
・一人ひとりのお子さんが持っている力を発揮し、家庭や地域で安定して過ごせるように、年齢や発達に応じた活動、自立への支援を行います。
・職員とお友達との小さな集団の中で、一緒に遊ぶ楽しさや“できた”という達成感を積み重ね、集団の中で自分らしさを発揮する力に繋げます。
・必要に応じて園や学校、関係機関と情報共有等の連携をして支援します。

営業時間 9 時 0 分から 18 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本人支援

健康・生活
・一人ひとりの健康や心身の状態を把握し、安心安全に支援を行います。
・発達段階に応じて食事や排泄、着脱や身支度等、日常生活動作や生活リズムの獲得に向けて支援します。

運動・感覚
・体操やスポーツレクレーションの活動の中で、楽しみながら身体を動かし、運動機能の発達を促します。
・必要な動作や操作の獲得に繋がるよう、製作やクッキングなどの玩具、道具を使った活動を行い、手や指先の操作性の向上を図ります。

認知・行動
・五感を十分に使いながら遊ぶことで、様々な感覚を豊かにしていきます。
・見通しと安心感を持って活動に取り組めるよう、端的な声かけや視覚支援等、環境への配慮を工夫します。これらの支援を行うことで、“できた”という思いが積み重なるようにし、
　理解できることや自分で取り組もうとする力に繋げます。

言語
コミュニケーション

・様々な場面でのお子さんの思いを、言葉や身振りを交えながら伝え返し共感することで、“わかってもらえている”という安心や“伝わっている”という嬉しさを感じられるように関
　わり、“伝えたい/伝えてみたい”という思いを育みます。
・身振りや動作を合わせたわかりやすい言葉がけや丁寧な関わりを行い、言葉の獲得や理解に繋げます。
・大人や友だちとのやりとりが楽しいと感じられる遊びや場面を設け、コミュニケーション力が高まるように支援します。

人間関係
社会性

・小集団の中で安心できる大人や友だちと様々な遊びを繰り返し一緒に行えるようにし、人との関係性を深めていきます。
・“動きを模倣する/周りの状況に気づいて行動する/ルールや順番等を理解する”等の姿を引き出せるように小集団で様々な活動を行い、社会性を育んでいきます。

家族支援 ご家庭や関係機関でのご様子を伺います。モニタリングのタイミングだけでな
く、必要に応じて今後を見据えた家族面談や電話相談も別途行っていきます。

移行支援
保護者や子どもから聞き取ったり、地域の園や学校等の関係機関と情報共有
したりして、園・学校での様子や状況を把握して支援します。
同法人内にて事業所見学や実習対応を行い、就労に向けたサポートを行う。

地域支援・地域連携

関係機関（園、学校、相談事業所、他療育施設）と連携を行い、現状やニーズ
等の情報を共有し、より良い支援に繋げていきます。
園や学校への訪問を行い、お子さんの様子や支援について情報共有し、双方の
支援に繋げていきます。

職員の質の向上

活動の打ち合わせや振り返りを担当職員で日々行い、お互いの支援スキルや
視点を共有するようにします。
お子さんを支援する上で必要となるスキルや知識について、適宜事業所内で
研修を行います。
お子さんを支援する上で必要となる外部研修に職員を派遣し、事業所内で共

主な行事等 避難訓練、防災学習、外出、誕生日会（随時）、季節の行事（クリスマス会、ハロウィンパーティー）。
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